
はじめに
貧血治療の新しい話題です｡ それは����年�月に認可された鉄剤の点滴治療薬です｡ ｢貧
血大国・日本｣ という現実を打開するには時
間がかかります�)｡ 貧血治療は�カ月から�カ
月間の通院治療を要する事, 血色素 (ヘモグ
ロビン) が回復しても, 低フェリチン, 潜在
性の鉄欠乏状態 (隠れ貧血) からの回復には
さらに�カ月程度を要するため, 治療中断例
が多く, 再発しやすいことが課題です｡ その
点, 点滴回数が�回で終了という利便性から
貧血治療には魅力です｡ 今回は, 鉄欠乏性貧
血に対してカルボキシマルトース第二鉄注射
液 (フェインジェクト�静注�����) を�回点
滴した�例についてその利便性, 有用性につ
いて報告致します｡

症例� ��歳代, 女性｡
主訴：健診で貧血指摘｡
病歴：�カ月前からたちくらみ, 頭痛など
あり, 健診で貧血指摘され来院｡
月経過多が貧血原因, 数年前は髄膜炎で入
院｡ 子宮筋腫の既往はない｡

症例� ��歳代, 女性｡
主訴：内服継続による貧血治療が困難｡
病歴：�年前から近医で貧血治療している｡
鉄剤を内服すると腹痛と下痢を来しやすい｡
治療継続が困難｡ 子宮筋腫指摘されている｡

症例� ��歳代, 男性｡
主訴：健診で毎回のように貧血指摘されて
いる｡
病歴：��年以上, ジョギングしている｡ 息
苦しさや眩暈もある｡ 胃の検査は毎年受けて

いるが正常範囲｡ 飲酒は�回�週｡ 健診で貧血
指摘され, 鉄剤を内服するとすぐ回復するが
翌年の健診では再度, 貧血を指摘される｡

症例� ��歳代, 女性｡
主訴：過去�年間, 貧血治療を繰り返し受
け難治性である｡
病歴：��値は���から���の間を推移｡ 子宮

筋腫を指摘されている｡

症例� ��歳代, 女性｡
主訴：氷食症｡
病歴：��年前から職場の健診で貧血指摘さ
れる｡ �カ月程度の治療で軽快｡ ��年前から
子宮筋腫を指摘され, 貧血治療歴あり｡

�例の治療効果
表�に示すように, 全例に��値の改善 (���
から�������の増加)を認めた｡ 造血回復に伴
う骨痛が�例出現するも, 一時的な症状であっ
た｡ 貧血重症例や鉄剤内服困難例では�週間で
十分な鉄剤が補給できる有効な治療法である｡
図�に症例�の治療前後の末梢血液像を比
較した｡ 著明に改善｡
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� � � � � � � � � � �
症例 �� ��� ��������貧血原因 副作用

治療後�� 治療後
日 数� ��� ���� ��� 過多月経 骨痛 ���� ��日� ��� ���� ��� 子宮筋腫 なし ���� ��日� ��� �� ��� 不明 なし ���� ��日� ��� ���� ��� 子宮筋腫 骨痛 ���� ��日� ��� ���� ��� 子宮筋腫 なし ���� ��日

治療後日数とは点滴終了から��検査までの日数
表� �例の背景と治療前後��比較



今後への期待
鉄剤内服が困難, かつ治療期間の短縮を望
む貧血の方々への治療として鉄剤の点滴治療
は有用と考えます｡

文 献�. 山本佳奈：貧血大国・日本�放置されて
きた国民病の原因と対策. 光文社新書
(東京) �����
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図� 症例�
(末梢血液画像は鹿児島市医師会臨床検査センター血液
検査室へ依頼し撮影いただきました)

�. 治 療
開始前�. 治療後
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